




あなたの第2の故郷、
セヴァストポリへ
ようこそ

このセヴァストポリ・
ステーションは、
レチクル座ゼータ星域に
位置した、通商の玄関口です

我々が周回する、
巨大ガス惑星KG348が
もたらす豊かな資源への
入り口です

成長を続ける我々の
コミュニティーが、あなたの
参加をお待ちしています

5000人を超える住民が
当ステーションで
暮らしています。
設備の大きさに
圧倒されないでください

観光客はもちろん、
小規模なビジネス展開を考えている
人たちにとっても、
セヴァストポリでのお買い物には、
お得なチャンスが溢れています

ホームシックになってもご安心を！
人口知能「アポロ」が管理する
中継通信アレイにより、
いつでも銀河の彼方にいる家族や
恋人との通話が可能です

滞在中に道に
迷ったり、質問などが
ございましたら、
保安部まで
お問い合わせください

完璧な
サポートを
皆様へ

当ステーションの
見所をご紹介！

仕事の方も休暇の方も、
最高のおもてなしを
約束します。
観光パンフレットは
受付でお求めになれます



お近くに保安官が
見当たらない場合は、
アンドロイドの
『ワーキングジョー』が
ご用件を承ります

ステーション内の
アンドロイドおよび
サポートシステム全般は、
シーグソン社が
提供しています

アポロの指令を受領しました。
シーグソン・ワーキングジョー937、
識別名『チャック』、業務報告を開始
します。現在、居住区での業務を
処理するため、該当地区へと
移動中です

安全で
快適な生活を
お約束します

住民による、
シーグソン社所有エリアへの
不正侵入および器物破損が複数件、
確認されました。
例の事件が発生した後、
セヴァストポリでの違反件数は
増加傾向にあります

皆無に近いと査定します。
当局報告書の内容から、
ウェイツ保安官直属警官の
人数は、激減しているようです

アポロ･
メインフレームより
通達

詳細を

保安部の
事態収拾能力を
査定せよ

全シーグソン･アンドロイドに、
過去24時間分の
業務報告を指令する



ボードが赤い
ピンだらけだな

赤いピンの数は行方不明者の数だ。
ここの住民だよ。管轄下の人々だ。
あっと言う間にこの数さ

あのバケモノがセヴァストポリに
現れてから、俺たち保安部は秩序を
保つために必死だった

そんな中、整備区域周辺から
ヤツの目撃情報が入り、
残っている部下と共に
現場へ急行した

6時間ほど前のことだ…
現場で発見したのは
施錠されたドアと、
二つの死体だった…
部下たちは苛立ち
始めていた

無駄足ですね、
ウェイツ

胸に何が付いているのか
忘れたのか？
被害の拡大前に、
ヤツを狩るのが俺たちの
任務だろ

くそ…
バラバラに
されてやがる

おい、みんな！
ドアが開いたぞ！

『任務』？
保安部に期待する
住民なんてもう
いないでしょ！
信頼失ってるんですよ！
俺たちは！

それに、俺たちの
武器が通用するのかも
分からない！
ヤツに関する情報は
何もないんですよ！

お前も
ロスみたいに
逃げ出したいのか？
そのバッチを外して、
仲間を見捨てるのか？

ｰ 赤いピン ｰｰ 赤いピン ｰ コロニー保安部
ウェイツ保安官



ぎゃあああ
あああ



てめぇ、
この野郎！

よせっ！
ハリス！

そんな、
やめろ！
やめろぉ！

撃て！
ドアの向こうに
押し戻せ！

今だっ！



何だっ
てんだ…

上で動いて
やがるな

冗談じゃねぇ！
あんな風に
死んでたまる
かよ！

やめろ！ ターナー！
ヤツが頭上に
いるってことは
ダクトを使ってるんだ！
それに―

戻ってこい！
くそったれ！
俺はどうなるんだ？

…俺は
どうなる？

ぐわぁ！



6時間前…ガルシア

ハリス

ターナー…
あいつが正しかったのか？
俺に、できることがあるのか？

シーグソン最高執行部が
ウェイツ保安官を要注意人物と認定。
厳重に監視せよ



アポロの指令を了解しました。
近況報告を開始します。
現在、交通システムで居住区へと
移動中です。該当地区にいるのは、
道に迷い、案内が必要な
住民でしょう

―咽るほどに濃い血が流れ、
凍える夜の吐息に暖をもたらす―

私が構想を練り続けている
小説の書き出しだ。
執筆する機会は
永遠にこないだろうが…

本当に理不尽だ。
私は善良な居住民だぞ

私は自分の夢をあきらめて、
セヴァストポリにやってきた。
家族を養うために、
小さな商売を始めたんだ

大企業の締め付けで
セヴァストポリの経済が悪化して、
小売り業界が不振にあえぎだしても、
文句は言わなかった。
商売をたたんでからは、安月給だが、
真っ当な仕事で、汗水たらしながら
働いてきた。

マーガレットにはそれが
理解できなかったようで、彼女は去年、
子供を連れて出て行った。まぁ、結果的には
それでよかったと思う。セヴァストポリは
子供にとっていい環境じゃない

ｰ まともな男 ｰｰ まともな男 ｰ



ここの人間が次々と殺され始めても、
パニックを起こさなかったし、武器も手に取らなかった

法律を遵守する、ごく普通の住民なんだ。
保安部を信頼していたんだ

銃を持ち始めたのは、
近所の人間がヤツの
犠牲になってからだ

ほら、また聞こえた…
私を付け狙っているな

私は善人なのに…
まったくもって
理不尽だ

あんな死に方は御免だ…
銃弾は2つしかない…
いっそのこと、
これでっ…

…だめだっ！ できない！
こんなこともできないのか、
私は…ちくしょう！

こうなったら、やってやるさ！
もう、うんざりだ！ かかってこい！
聞こえる…聞こえるぞぉ！

1…
2… 3…

だぁあああ！



そ、そんな…
ウソだ、ウソだ、
ウソだ…

こんなつもりじゃ…
違うんだ…
ああ、神様…

違うんだ…
私は人を殺した
ことなんてない

これは…これは、
不幸な事故なんだ

…弾が、無くなってしまった

彼にはもう、これは必要ない、
か…それに、ヤツもうろついて
いるし…問題、無いよな…？

問題無いっ！



…ごふっ！

た、たすけて…
くれ

たのむ…
ごほっ…
たすけて…

いやだ！
やめろぉぉぉぉぉぉ！
ぎゃあああ！

見捨てないで
くれよ！

頼むから！
助けてくれぇ！

そんな、まだ息が
あるのか。
こうなったら…

理不尽だ

私は家族
思いなんだ

子供の面倒も
見ている

法も
犯していない 汗水たらして

働いてるんだ

私はまともな
男なんだ



アポロへ報告します。
違反者を発見しました。
サービスエレベーター・C3に
搭乗中です。
接触でき次第、案内を開始します。
違反者の様子から、
事故が発生していた模様

…私は
まともだ …私は、

まだ、まともだ



住民に外傷は？

不明です。
衣類には血痕があり、
なんらかの精神的
外傷を被ったらしく、
ひどく動揺している
ようでした

現在、
救急医療施設は
利用不可能と
なっている

確認しました。ある時期を境に、
病院からのレポート記録が
途絶えています

病院施設は閉鎖されていて、
無人となっている可能性が
非常に高いです



ｰ 還る場所 ｰｰ 還る場所 ｰ

ここはどこだ？
俺ぁ、なんで
こんな所に？

ううっ…何も
思い出せねえ。
喉が、焼け付き
そうだ…

また飲みすぎちまったのか？
マーロウにどやされちまう…
うぅ、頭がガンガンしやがるな

うん？
ガンガンいってるのは、
俺の頭じゃないな…
天井か？

なんだ…
故郷の記憶が…
追ってみるか…

うぅ…
な、なんだ…

うげぇっ！



やばい…
また吐いちまう

ん？

またこの音だ。
どこかで聞いたような…



フォオスススタァアアア！
フォオスタタアァァ！

お、おい、アンタ！
どこかで会って
ないか？

うわぁああ！
あっちいけ！

ああぁ！

な、なんだ…
や、やめてくれ！
やめてくれぇ！

ミイィィィクスススススゥ…



はぁ…はぁ…
た、たすかった…

どうしたの、坊や？
…悪い夢でもみたの？

ひどい夢だった！
とってもリアルで…
誰もいなかった…

シー…
大丈夫よお…
私がずうっと、
そばにいるわ…

ママはぁあああああ、
ここよぉぉおおお

アネシドラ



アポロに報告します。
サービスエレベーター
C-3に到着しました。
例の住民も、じきに到着
するでしょう



手順に従い、
事件報告を記録せよ

大丈夫だ、クラーク。
ああするしか
なかったんだ

なんだって？

うぐっ！

こんにちは。
チャックと申します。
ご用件は？

ここは
立ち入り禁止区域
です

うわっ！



アポロに連絡します。
住民を還るべき場所へ、
ご案内しました。
業務完了です。

良い一日を

こんにちは。
ご用件は？

コ…コこ…
コココ…

くそ
アンドロイドが

ここは
立ち入り禁…




